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『
山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒

石
』
で
は
、
地
域
と
の
交
流
を
目
的

と
し
た
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

講
師
を
招
い
て
の
「
健
康
体
操
」

「
こ
ぎ
ん
刺
し
教
室
」
や
パ
テ
ィ
シ

エ
に
よ
る
「
お
菓
子
作
り
教
室
」、

ピ
ア
ノ
講
師
に
よ
る
「
リ
ト
ミ
ッ
ク

　

弘
前
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科
、

木
立
る
り
子
教
授
よ
り
「
教
養
教
育
、

学
部
越
境
型
地
域
志
向
科
目
、
青
森

の
多
様
性
と
活
性
化
―
介
護
文
化
と

高
齢
化
―
」
の
授
業
協
力
の
ご
依
頼

が
あ
り
、
平
成
29
年
11
月
～
12
月
に

か
け
て
全
５
回
、
学
生
と
地
域
高
齢

者
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
ま
し

た
。
ね
ら
い
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高

広
場
」
や
黒
石
市
内
の
高
校
生
と
利

用
者
の
皆
さ
ん
と
の
卓
球
交
流
会
な

ど
を
行
っ
て
お
り
、障
が
い
福
祉
や

当
セ
ン
タ
ー
へ
の
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
セ
ン
タ
ー
に
は
地
域
交
流
室
が
あ

り
、
毎
年
、「
黒
石
市
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
」
や
「
黒
石
市
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
」、
地
域
の
町
内
会
の
会
議

に
ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
11
月
19
日
に
は
、『
山

郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ
』
に
つ
い
て

齢
者
の
生
の
声
を
聞
き
、
実
際
的
・

段
階
的
に
理
解
す
る
こ
と
、
過
疎
地

域
の
高
齢
者
の
生
活
と
困
難
な
点
を

ま
と
め
、
今
後
の
在
り
方
を
考
察
す

る
こ
と
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
管
轄
は
「
北
辰
中

学
校
区
」「
船
沢
中
学
校
区
」「
新
和

中
学
校
区
」「
裾
野
中
学
校
区
」
で

あ
り
、
弘
前
市
周
縁
の
地
域
と
言
え

ま
す
。
高
齢
者
選
出
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
会
場
は
、
北

部
地
域
の
『
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
黒

石
り
ん
ご
ま
つ
り
」
に
も
出
展
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
様
々
な
企
画
を
し

な
が
ら
、
活

動
や
相
談
で

き
る
場
所
と

し
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
と

共
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り

ま
す
。

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
』
と
し
ま
し
た
。
学

生
の
皆
さ
ん
は
、
現
地
学
習
後
の
平

成
30
年
１
月
～
２
月
に
か
け
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
発
表
・
意
見
交
換

を
行
い
ま
す
。

　

「
地
域
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
の

こ
の
授
業
と
私

達
の
仕
事
と
相

通
ず
る
事
に
つ

い
て
は
、
次
号

で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

相
談
支
援
専
門
員　

柳
谷　

純
子

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長　

福
原　

郁
子

地
域
交
流

弘
前
大
学 
授
業
協
力

地域貢献としての取り組み

（黒石りんごまつりの様子）
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平
成
29
年
10
月
よ
り
青
森
県
内
の
社
会

福
祉
法
人
が
連
携
し
て
制
度
の
狭
間
の
課

題
を
解
決
す
る
「
青
森
し
あ
わ
せ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
従
来

の
社
会
福
祉
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
制

度
の
狭
間
の
課
題
に
対
し
て
、
地
域
住
民

か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
経
済
的
な
支
援
や

就
労
場
所
の
提
供
等
を
行
う
事
業
で
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
七
峰
会
で
は
、「
拠
点

社
会
福
祉
法
人
」

と
し
て
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
協
力
し
、

下
記
の
４
箇
所
に

Ｃ
Ｓ
Ｗ
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
：
地

域
の
お
困
り
ご
と

相
談
員
）を
配
置

い
た
し
ま
し
た
の

で
、
ど
ん
な
些
細

な
こ
と
で
も
お
困

り
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
遠
慮
な

く
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
『
エ
イ
ブ
ル
』
で
は
、
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
働
く

場
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
平
成
29
年
２
月
よ
り
、『
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
』
で
、
リ

ネ
ン
交
換
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
日
５
名
ほ
ど
の

利
用
者
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
丁
寧
に
シ
ー
ツ
や
布
団
カ

バ
ー
な
ど
を
交
換
し
て
い
ま
す
。入
居
さ
れ
て
い
る
方

か
ら
も
「
き
れ
い
で
寝
心
地
が
よ
く
な
っ
た
。
あ
り
が

と
う
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、利
用
者
さ
ん
も
『
働

き
甲
斐
』
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
働
く
力
を
高
め
る
機
会
と

し
て
、
ま
た
、
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
意
欲
を
高
め
る

機
会
と
し
て
、リ
ネ
ン
交
換
作
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
11
月
１
日
「
介
護

助
手
モ
デ
ル
事
業
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。「
介
護
助
手
」
と
は

福
祉
施
設
内
で
の
掃
除
や
食
事

の
準
備
や
片
づ
け
、
ま
た
は
、

利
用
者
さ
ん
の
お
話
し
相
手
や

趣
味
活
動
の
お
手
伝
い
等
、
直

接
的
な
介
護
は
行
わ
ず
、
介
護

の
補
助
的
な
仕
事
を
担
い
ま
す
。

　

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
介
護
助
手
の
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
、利
用
者

さ
ん
の
よ
り
良
い
生
活
に
つ
な

が
る
事
と
考
え
ま
す
。

エ
イ
ブ
ル　

生
活
支
援
員　

山
田　

伸
吾

法
人
本
部
事
務
局

◀ 

事
業
イ
メ
ー
ジ 

①

◀ 

事
業
イ
メ
ー
ジ 

②

特別養護老人ホームサンアップルホーム　
主任　工藤　　高

施
設
外
就
労

◦
七
峰
会
総
合
福
祉

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ビ
リ
ー
ブ

弘
前
市
熊
嶋
字
亀
田
１
８
４-

１

℡  

０
１
７
２-

８
２-

５
７
４
０

◦
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

弘
前
市
高
杉
字
尾
上
山
３
５
０

℡  

０
１
７
２-

９
７-

２
１
１
１

◦
旭
光
園
相
談
支
援
事
業
所

平
川
市
猿
賀
明
堂
２
５
５

℡  

０
１
７
２-

５
７-

５
１
５
５

◦
山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し

黒
石
市
大
字
甲
大
工
町
２-

２

℡  

０
１
７
２-

８
８-

５
０
１
８

介護助手モデル事業

『
青
森
し
あ
わ
せ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
が　

ス
タ
ー
ト
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今
回
の
減
塩
食
メ
ニ
ュ
ー
は
、
青
森
県

生
産
量
日
本
一
の
組
み
合
わ
せ
「
ご
ぼ
う

と
り
ん
ご
の
食
べ
る
ソ
ー
ス
」
で
す
。

　

手
軽
に
肉
や
魚
に
か
け
て
、
普
段
不
足

し
が
ち
な
野
菜
を
手
軽
に
摂
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
？

❶
ご
ぼ
う
は
皮
を
こ
そ
げ
落
と
し
、
み
じ

ん
切
り
に
し
て
下
茹
で
を
す
る
。

❷
り
ん
ご
は
皮
つ
き
の
ま
ま
す
り
お
ろ
し

生
姜
、
に
ん
に
く
も
同
様
に
す
り
お
ろ

す
。

❸
①
②
を
鍋
に
入
れ
、
調
味
料
を
加
え
て

ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
る
。

❹
今
回
は
豚
し
ゃ
ぶ
と
合
わ
せ
て
み
ま
し

た
。

第113号平成30年１月１日

シ
リ
ー
ズ
「
か
だ
る
」

「
か
だ
る
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
花
り
ん
ご　

保
育
士　

椛
澤　

秋
恵

　
「
成
長
で
き
る
法
人
だ
と
思
う
よ
」
と

勧
め
ら
れ
七
峰
会
に
勤
め
て
８
年
が
経
ち

ま
し
た
。
生
活
支
援
員
と
し
て
の
経
験
を

経
て
、
現
在
は
『
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
花
り
ん
ご
』
で
保
育
士
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。

　

介
護
福
祉
士
と
し
て
働
い
て
い
た
期
間

が
長
か
っ
た
為
、
子
供
に
つ
い
て
の
知
識
・

技
術
が
乏
し
く
不
安
で
し
た
が
、
日
々
勉

強
し
た
り
、
ベ
テ
ラ
ン
保
育
士
さ
ん
の
対

応
を
参
考
に
し
な
が
ら
子
供
達
と
触
れ

合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
療
育
の
中
で
は
介

護
の
経
験
が
生
か
さ
れ
る
場
面
も
あ
り
、

そ
の
子
に
合
っ
た
療
育
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
供
達
の
成
長
を
感
じ
る
一
方
で
私
自

身
の
成
長
も
実
感
で
き
て
い
ま
す
。
８
年
間

楽
し
い
だ
け
で
な
く
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
職
員
の
皆
さ
ん
や
利
用
者
さ
ん
の

優
し
さ
に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
私
が
皆
さ
ん
の
力
に
な
っ
て
い
け
る

よ
う
に
今
後
も
継
続
し
て
勉
強
し
、子
供
達

と
一
緒
に
私
自
身
、
そ
し
て
花
り
ん
ご
も
成

長
で
き
る
よ
う
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
11
月
６
日
、青
森
市
に
あ
る『
県

民
福
祉
プ
ラ
ザ
』
に
て
、
生
命
保
険
協
会
県

協
会
よ
り
、
障
害
者
や
お
年
寄
り
に
役
立
て

て
欲
し
い
と
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
善
意

銀
行
を
通
じ
、
県
内
15
福
祉
施
設
に
車
椅
子

の
寄
贈
が
あ
り
、『
拓
光
園
』
も
贈
呈
式
に

出
席
し
、
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
年
年
、
利

用
者
さ
ん
も
車
椅
子
を
使
用
す
る
機
会
が
増

え
て
お
り
、
感
謝
し
な
が
ら
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園

総
合
施
設
長　

木
村
め
ぐ
み

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し　

管
理
栄
養
士　

小
幡　

真
弓

法
人
本
部
事
務
局

車
椅
子
寄
贈

　
ご
ぼ
う
と
り
ん
ご
の

　
　
　
　
　
食
べ
る
ソ
ー
ス

減
塩
メ
ニ
ュ
ー
紹
介

　

平
成
29
年
７
月
～
11
月
、
法
人
主
催
内

部
研
修
「
考
課
者
研
修
」を
実
施
し
ま
し

た
。
現
在
、
試
行
中
で
あ
る
法
人
職
員
の

人
事
考
課
制
度
に
つ
い
て
、
考
課
す
る
職

員
の
視
点
統
一
及
び
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
主

な
目
的
で
す
。
外
部
講
師
と
し
て
株
式
会

社
セ
ミ
ナ
ー
東
北
顧
問
で
あ
る
中
尾
雅
樹

先
生
を
お
迎
え
し
、
全
拠
点
グ
ル
ー
プ
を

会
場
に
各
２
回
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
織
り

交
ぜ
た
演
習
形
式
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

１
回
目
と
比
較
し
、

２
回
目
は
レ
ベ
ル

が
高
ま
っ
た
こ
と

を
実
感
い
た
し
ま

す
。今
後
も
法
人

理
念
の
基
本
方
針

「
や
り
が
い
の
持
て

る
職
場
づ
く
り
」

へ
向
け
、
様
々
な

取
り
組
み
を
す
す

め
て
参
り
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◦
平
成
29
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会

（
平
成
29
年
11
月
22
日
）

（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
）

高
橋
　
正
安

（
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
）

	

原
子
み
ど
り

	

吉
田
　
昭
雄

	

坂
本
　
　
功

◦
第
66
回
青
森
県
社
会
福
祉
大
会

（
平
成
29
年
11
月
29
日
）

（
青
森
県
社
会
福
祉
大
会
表
彰
）

	

工
藤
　
暁
子

	

奈
良
万
知
子

	

山
上
　
誓
子

	

澁
谷
千
代
子

吉
崎
　
美
河

	
	

工
藤
　
政
子

	

葛
西
　
伸
也

◦
平
成
29
年
度
弘
前
市
社
会
福
祉
大
会

（
平
成
29
年
11
月
17
日
）

（
名
誉
大
会
長
・
大
会
長
表
彰
）

	

八
木
橋
み
や
子

	

太
田
　
美
香

考
課
者
研
修

材料（２人分）
ごぼう	 80g（約 1/3 本）
りんご	 50g（約 1/4 個）
しょうが	 1 かけ
にんにく	 1/2 かけ
♦醤油　大 1
♦塩　　少々
♦酢　　小 2

一人分
食塩相当量
	 1.5g
ソース
	 42kcal
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障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
意
欲
の
維

持
・
向
上
、
障
が
い
者
及
び
障
が
い
者
雇

用
へ
の
理
解
の
促
進
を
目
的
と
し
て
障
が

い
者
就
労
支
援
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
ｈ

ｕ
ｇ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
が
、
弘
前
市
役
所
内
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
弘
前
市
内
の
各
障

が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
が
生
産
し
た
商

品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

に
『
就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き
』『
エ
イ

ブ
ル
』
が
、
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
ｈ
ｕ
ｇ　

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
は
、『
ｈ
』
＝

hirosaki

『
ｕ
』
＝universal

『
ｇ
』
＝

gift

の
頭
文
字
と
、
働
く
・
取
り
組
み
と

い
っ
た
意
味
を
持
つ
『
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
』
を
組

み
合
わ
せ
た
名
称
で
あ
り
、『
ｈ
ｕ
ｇ
』
に

は
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
一
緒

に
育
み
合
い
、
と
も
に
成
長
し
て
い
く
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
火
・
木
曜
日
、
各
事
業
所
が
交
代

で
店
舗
を
運
営
し
ま
す
。
店
舗
に
は
事
業

所
の
ス
タ
ッ
フ
と
利
用
者
さ
ん
方
が
立

ち
、
接
客
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
市
役
所
職
員
、
一
般
の
来
庁
者
の
方
に

ご
来
店
い
た
だ
き
、
こ
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
障
が
い
を
持
っ
た
方
の
「
働
く
こ

と
」
に
つ
い
て
少
し
で
も
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

場
　
　
所
　
弘
前
市
役
所
前
川
本
館
１
Ｆ

営
業
日
　
毎
週
火
・
木

（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

営
業
時
間
　
10
時
～
15
時

　

平
成
29
年
９
月
30
日
（
土
）
青
森
市
内

の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
青
森
県
主
催
『
平
成

29
年
度
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
法

人
の
働
き
や
す
さ
に
つ
い
て
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
第
３
位
に
選
出
さ
れ
、
後
日

テ
レ
ビ
局
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
10
月
13
日
、
七
峰
会
後
援
会

施
設
訪
問
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
47
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
平
成
29
年
度
よ
り

事
業
を
開
始
し
た
『
障
が
い
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
拓
心
館
』
と
『
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
・
保
育
園
ポ
ム
』

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、『
板
柳
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
』

で
昼
食
を
食
べ
、
鶴
田
町
の
『
丹
頂
鶴
自

然
公
園
』・『
鶴
の
舞
橋
』を
散
策
し
ま
し
た
。

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
深
ま
る
秋
を
肌
で
感

じ
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
分
か
り
や
す
く
見
て
も
ら
え
る
記
事
を

お
伝
え
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

編
集
委
員
　
奈
良
　
浩
喜

　

弘
前
市
役
所
に
お
立
ち
寄
り
の
際
に

は
、
ぜ
ひ
『
ｈ
ｕ
ｇ　

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
』
ま
で

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

法
人
本
部
事
務
局

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

介
護
職
員　

石
郷
岡
美
奈

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き

職
業
指
導
員　

松
居　

宣
好

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き

主
任　

小
山
内　

猛

平
成
29
年
10
月
27
日
（
金
）、28
日
（
土
）、

29
日
（
日
）
の
３
日
間
、『
青
森
県
武
道
館
』

で
行
わ
れ
た
、「
津
軽
の
食
と
産
業
ま
つ

り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
『
社
会
福
祉
法
人
七
峰
会
』
の
ブ
ー
ス
で

は
、『
旭
光
園
』
に
よ
る
納
豆
と
新
米
、『
エ

イ
ブ
ル
』
に
よ
る
紅
玉
を
使
用
し
た
パ
ン
、

『
就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き
』
に
よ
る
豆

腐
と
豆
乳
プ
リ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
開
催
期
間
中
、
多
く
の
お
客

様
が
足
を
止
め
、
商
品
を
手
に
取
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
売
れ
行
き
も
上
々
で
各

事
業
所
の
商
品
の
魅
力
を
十
分
に
Ｐ
Ｒ
で

き
た
充
実
し
た
３
日
間
で
し
た
。

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

七
峰
会
後
援
会
施
設
見
学
研
修

各
施
設
グ
ル
ー
プ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

情
報
発
信
中
！

総合支援事業総合支援事業 障 が い 者 支 援 事 業障 が い 者 支援事業 高齢者介護事業高齢者介護事業 居宅介護
支援事業
居宅介護
支援事業

主 に 知 的・精 神 主 に 身 体・精 神

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
１
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー 

☎
○
３
７
５
８

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ア
ッ
プ
ル 

☎
○
２
７
７
８

認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
い 

☎
○
２
０
１
３

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
わ
か
ば 

☎
○
１
１
７
６

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば 

☎
○
１
１
６
５

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
○
２
１
３
１

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
サ
ン
ア
ッ
プ
ル
・
保
育
園
ポ
ム 

☎
○
５
３
３
０

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
わ
か
ば
」 ☎
○
１
８
８
８

97979795979797 373732 26

サ
ン
ア
ッ
プ
ル
ホ
ー
ム
グ
ル
ー
プ

サ
ン
ア
ッ
プ
ル

　
　居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
○
２
１
３
１

97

山
郷
館
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
○
０
２
５
０

96

青
森
県
指
定

津
軽
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
○
４
５
２
４

82

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
○
２
４
０
０

31

弘
前
市
委
託
事
業

弘
前
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
○
２
１
０
０

95

黒
石
市
委
託
事
業

山
郷
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
く
ろ
い
し

山
郷
館
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス　
☎
○
５
０
１
８

88

　
☎
○
５
０
１
８

88

七
峰
会
総
合
福
祉
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ビ
リ
ー
ブ　
☎
○
５
７
４
０

82

旭
光
園
相
談
支
援
事
業
所

　
☎
○
５
１
５
５

57

拓
光
園
グ
ル
ー
プ

拓
心
館
グ
ル
ー
プ

障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
拓
心
館

津
軽
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

就
労
サ
ポ
ー
ト
ひ
ろ
さ
き

自
立
訓
練
事
業
「
通
勤
寮
拓
心
館
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぁ
と

エ
イ
ブ
ル

就
労
訓
練
施
設
「
勇
心
学
園
」

生
活
自
立
寮
「
コ
ー
ポ
ラ
ス
よ
ろ
こ
び
」

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
７
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
５
７
８
０

☎
○
９
０
６
０

☎
○
４
５
２
０

☎
○
４
５
２
０

8282 37 82 82 82 82 82

障
害
者
支
援
施
設
旭
光
園

旭
光
園
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

福
祉
ホ
ー
ム
「
さ
わ
ら
」

旭
光
園
グ
ル
ー
プ

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

☎
○
５
１
５
５

57 57 57

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館

山
郷
館
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業
所

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
弘
前

山
郷
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
れ
よ
ん

山
郷
館
弘
前
グ
ル
ー
プ

☎
○
２
２
１
１

☎
○
２
２
１
１

☎
○
７
３
０
０

☎
○
９
０
４
０

97 973337

山
郷
館
黒
石
グ
ル
ー
プ

障
害
者
支
援
施
設
山
郷
館
く
ろ
い
し

山
郷
館
く
ろ
い
し
（
短
期
入
所
）

福
祉
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
パ
レ
ッ
ト
」

山
郷
館
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
黒
石

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
山
郷
館
ラ
イ
フ
」

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
花
り
ん
ご

☎
○
３
０
７
０

☎
○
３
０
７
０

☎
○
３
０
７
０

☎
○
５
０
１
８

☎
○
２
３
４
４

☎
○
９
３
４
５

5353535388 88

障
害
者
支
援
施
設
拓
光
園

拓
光
園
短
期
入
所
支
援
セ
ン
タ
ー

拓
光
園
生
活
介
護
事
業
所
ま
い
せ
る
ふ

拓
光
園
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ぱ
す
て
る

拓
光
園
日
中
一
時
支
援
事
業
所
ボ
ヌ
ー
ル

拓
光
園
共
同
生
活
援
助
事
業
所
ア
バ
ン
セ

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

☎
○
２
３
３
１

96 96 96 96 96 96

ｈｕｇ 

ｗｏｒ
ｋ

平成
29年度

「
津
軽
の

　
食
と
産
業
ま
つ
り
」
に
参
加


